
 

MPPT 電子負荷装置 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
山登り MPPT_ノーマルモード / 山登り MPPT_META モード

/ 定電圧（CV）モード / 定電力（CP）モード が選択可能 

任意のMPPT 制御（探索時間、電圧幅）を設定可能 

スイープMPPT 機能で最適な最大電力点を追従（ON/OFF の選

択が可能）※1 

Si 結晶系・有機薄膜系・ペロブスカイトなど、様々な太陽電池

に対応 

制御間隔の変更により移動体（車両）用途に対応（オプション） 

動作目安 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太陽電池の最大電力点を追従（MPPT）し、実運用と同等の負

荷をかけながら（パワーコンディショナ接続状態を模擬）、太

陽電池性能（発電電力量）を計測する直流電子負荷装置です。 

最大入力電力を従来品の 300 [W]から 500 [W]に拡大し、１秒

毎の電圧・電流・電力値に加えて簡易 I-V カーブを計測できる

ようになりました。 

また、ペロブスカイト太陽電池等、準安定状態（Metastable 

State）の特性を有する太陽電池に対応するため、新たな制御

方式「山登り MPPT_META モード」を追加しました。 

計測データは全て本体挿入の SD カード内に保存され、付属の

パソコンソフトで機器の設定・操作、計測データの取得や閲覧

が可能です。 

✓ 

屋内仕様 (MEL500) 屋外仕様 (MEL500-WP) 

※前面の防水カバーを外した状態 

※2：ご購入時、どちらかのレンジをご選択ください。  ※3：移動体用途など 1 [s]以下の探索速度を希望する場合はご相談ください。（裏面 使用例

②のような改造実績があります）  ※4：電力は「電圧×電流」の算出値です。 

✓ 

✓ 

✓ 

✓ 

本装置により 

動作点を 

変化させる 

試作モジュール等の小さな太陽電池でも動作可能 

＜最低動作電力＞当社の実験結果（最低動作実績） 

スイープ MPPT 機能 

ON Pmax：1.00 [W] （Vpm：2.00 [V]  Ipm：0.120 [A]） 

OFF Pmax：3.00 [W] （Vpm：3.00 [V]  Ipm：0.250 [A]） 

 

型式 MEL500 MEL500-WP 

負荷形式 電子負荷 

入力定格※２ 

電力：500 [W] 

電圧： 200 [V] / 電流： 15 [A] 

電圧： 450 [V] / 電流： 3 [A] 

MPPT 制御 
山登り MPPT 

制御間隔：1 [s]～10 [s]毎探索※3 （100 [ms]単位で設定） 

電圧幅：10 段階で設定可能 （1 段階あたり約 0.3 [V]） 

スイープ MPPT 制御間隔：1 [min]   ON/OFF 可能 

簡易 I-V カーブ 
開放電圧から短絡方向へ計測（200V/15A 仕様：約 3.3[V]刻み・450V/3A 仕様：約 8.2[V]刻み） 

 計測間隔は 10~59[min]で選択可能 （ON/OFF 可能） 

計測項目 動作電圧・動作電流・動作電力※4 （1［s］毎記録） 

計測精度 電圧値・電流値：0.3 %F.S. 

通信 LAN 

入力端子 押締端子 HDFKV4 MC4 

電源 AC 100 [V] (50/60 [Hz]) 

消費電力 30 [W] 

使用温湿度範囲 
0 ～ 40 [℃]  90 [%RH] 以下 

（結露なき事・直射日光を避ける事） 

0 ～ 50 [℃]  90 [%RH] 以下 

（結露なき事・直射日光を避ける事） 

屋外使用 × 
○ 

（直射日光を避け、地上から 1 [m]以上離して設置） 

付属品 
LAN ケーブル（2 [m]）、電源ケーブル（1.5 [m]） 

MC4 接続ケーブル（オプション） 

LAN ケーブル および 電源ケーブル（5 [m]） 

（5 m を超える場合はオプション対応） 

質量 5 [kg] 

外形 140(幅)×420(奥)×130(高) [mm] 290(幅)×200(奥)×340(高) [mm] 

 

※１スイープMPPT 機能 

 

特徴 

 

山登り MPPT_ノーマルモード・山登り MPPT_META モードでは

1 分間に 1 度スイープして、最大電力点を探索し、天気の急な変

化・影などで、最大出力（Pmax）が大きく変化した場合にも、最

大電力点を探索して追従して精度を高めます。 
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✓パソコンと本装置を LAN ケーブルで接続 

✓MPPT 動作の詳細設定や複数台の一括制御が可能 

✓計測値をソフトウェア上で閲覧可能 

✓装置本体に保存された計測結果を本ソフトウェアで取得 

✓計測データは CSV ファイル（.csv）形式で保存され 

Excel 等の表計算ソフトで自由に加工が可能 

✓データは SD カードにバイナリファイル（.bin）形式で保存され、

付属ソフトで CSV ファイル（.csv）形式へ変換 

※Windows11 以降対応 

※表示解像度は 1920×1080 以上を推奨 

※パソコン・ディスプレイ等は本製品に含まれません 

本装置に加え、弊社製 PV アナライザ（I-V カーブトレーサー）や PV スキャナ（切替器）を導入する事で、複数の太陽電池を用いた

最大電力点追従状態での暴露試験が可能です。 

使用例① 新型太陽電池試作ミニモジュール I-V 計測システム 

新型太陽電池（ペロブスカイト型等）の性能評価を行うことを目的とし、太陽電池セル（５[V]、3[A]程度）を本装置に接続して屋外

暴露試験を実施しました。屋外計測 BOX 内のすべての装置は一般的な家庭用電源(AC100 [V])で動作します。 

使用例② 車両搭載型太陽電池計測システム 

太陽電池（PV） 

ソフトウェア 

リニア 
MPPT 電子負荷装置 

① 

② ③ 

①トレンドグラフ 

②計測点を示した地図 

③計測した詳細データ 

車載用太陽電池特有の速い日射変動に対する追従性を向上させるため、MPPT 制御間隔を速めて屋外暴露試験を実施しました。 

本装置で計測した発電電力量データと、地図に代表される位置情報を連動して表示させています。 

更に PV アナライザを組み合わせ、I-V カーブデータも収集できます。 

【令和 2 年度「被災地企業等再生可能エネルギー技術シーズ開発・事業化支援事業」で国立研究開発法人産業技術総合研究所様と共同研究した成果】 

(本装置 8 台使用時の納入例) 

パソコンソフトメイン画面 

https://www.kernel-sys.co.jp/product/m_index.html
https://www.kernel-sys.co.jp/product/scanner/
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